
 

 
 

  

第 4 次支援隊、 

昨夜無事帰着!     ＜現地支援レポート＞  

    戸塚病院 健診事務センター 荻生 雄毅 

無事終了し、帰着しました。 

3 日目私と高橋さんは避難所訪問、小野塚さんは引き続き泊まり込みで老健支援、倉内さんは日勤

＋夜勤で現場支援に入りました。 

昨日に引き続き支援に訪れた、天真小学校はピーク時は避難者数 1,500 名を数える市内第二位の避

難所でしたが、現在は 800 名まで避難者の数が減り、その後横ばいが続いています。 

初日は地元の郵便局と沖縄県の国民新党有志による沖縄そばの炊き出し。２日目はオムロンからの

電子血圧計 4 台の差し入れ。3 日目は自衛隊による音楽演奏があり。様々な多くの力に被災地が支え

られている事を実感しました。 

避難所の代表者からも、坂総合病院からの日中夜間にかけての医療スタッフ滞在により、「目に見

えて急性期の患者が減った」と、帰りがけの申し送りで厚い感謝の念が切々と述べられていました。 

一方、衛生面においてはドライシャンプーや足湯、仙台駅からの温泉地への日帰り有料送迎、ビジ

ネスホテルやフィットネスクラブのシャワールームの開放、自衛隊の入浴施設などが各所で展開され

てはいますが、それらに自ら赴く事の出来ない高齢者の方は 2 週間入浴出来ない状況が続いており、

またそのほかにも、長期化にともなう避難生活からのストレスなどが散見し始め、福利厚生などの観

点に立った医療的アプローチが求められる段階に現状シフトしている様に感じられました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療生協かながわ生活協同組合                

『東日本大震災』対策本部ニュース 

2011 年 3 月 30 日(水) 14 時 00 分   No.24 

義援金到達 1,604,931 円 

 

タウンニュース＜戸塚区版＞に、 

被災地での支援状況が掲載されま

した。 

全国からの支援者は、1209 人 

医師 233 人、看護師人 374､ 

事務 350 人 他（民医連集計 29 日現在）


